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概要: ゲームチェンジが起きている
1. 産業競争力・研究競争力の観点

• 「ラボのシステム化」「理化学機器における標準化」
「データ解析プラットフォーム」が競争力を決める

2. 研究に専念できる時間の確保と、行動様式変容の観点
• 研究者の場所と時間の壁を壊す、

理論家と実験家の壁を壊す
• 研究者の新しいリテラシー

• AIロボットの限界と可能性を知る
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研究の依頼

技術・ノウハウ・データが
自然に集まる

→ 正のスパイラル

日本全体が
マテリアル研究中心へ

質が高い研究を継続し、ノウハウとデータを蓄積した者が勝つ
→ TSMC, imec

継続的なマテリアル創出を続け、膨大なデータを蓄積
世界から頼られる存在へ(世界はこの拠点に頼らざるをえない)
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